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  地球フロンティア研究システム(宇宙開発事業団と海洋科学技術センターとの共同プ
ロジェクト)気候変動予測研究領域の⾕本陽⼀研究員(北海道⼤学地球環境科学研究科
助教授兼任)と、地球フロンティアとハワイ⼤学が共同で運営する国際太平洋研究セン
ター(IPRC)の謝 尚平教授、野中正⾒研究員は、⽇本南岸の⿊潮流域の海⾯⽔温の分布
が、海上⾵の分布に影響することを衛星観測の解析から明らかにした。また、東シナ
海・⻩海では海底地形が冬季の⽔温分布に強く影響し、更には⾵や雲の分布や⽇本を
通過する低気圧の発達にも寄与することも明らかにした。この成果は、12⽉28⽇発⾏
の⽶国地球物理学連合の学会誌「Geophysical Research Letters(地球物理学研究レ
ター)」と来年4⽉発⾏の⽶国気象学会の学術専⾨誌「Journal of Climate (気候学ジ
ャーナル)」に掲載される。

背景
 ⿊潮は⽇本付近の海況に多⼤な影響を持ち、⽔産、海運等に重要であるばかりでな
く、⼤量の熱を熱帯から運ぶことで⽇本を含む広い地域の気候に影響している。従来
の理論は太平洋スケールの⾵が⿊潮を駆動するとしているが、逆に⿊潮⾃⾝が⾵に影
響を与えることも考えられる。しかし、⿊潮から⾵への影響はこれまで明らかにされ
ていなかった。また、冬季に⽇本の⾵上側にあたる東シナ海・⻩海の⽔温分布も⽇本
の気候に対して影響を持つことが考えられているが、その分布の形成原因には諸説あ
り決定的ではなかった。

成果
  熱帯降⾬観測衛星(TRMM)等を使った観測結果の解析から、⽇本南岸の⿊潮の変動が
⼤きな海⾯⽔温の変動を⽣み出し、それに伴い、温かい海の上では⾵が強く、冷たい
海では⾵が弱い、という関係が⾒出された(図１、図２)。この⾵の変化は更に⿊潮⾃
⾝やそれに伴う漁場に影響すると考えられる。東シナ海・⻩海では，冬季に吹く北⾵
による海⽔の冷却効果が海の深さにより異なるため、海底地形を反映した特徴ある海
⾯⽔温分布が形成され、さらに海上⾵や雲の分布にも影響する（資料１）。また、沖
縄⻄⽅の暖かい⿊潮と冷たい陸棚域との間の⽔温差は低気圧の発達にも強く影響する
ことが数値モデルにより⽰された。
  エルニーニョや地球温暖化の予測に使われる気候モデルは様々な不確定性を抱えて
おり、特に、中⾼緯度海洋が気候に及ぼす影響がよく分かっていない。今回の成果を
気候モデルに取り込むことで、気候変動予測の精確性向上に寄与することができる。 
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